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4周年を迎えた宇治市休日急病診療所
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市
で
は
休
日
な
ど
に
急
病
に
な
っ
た
と
き
、
応
急
的
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
昭
和
五
十
四
年
八
月
に
宇
治
市
休
日
急
病

診
療
所
を
開
設
。
今
年
で
四
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
医

科
と
歯
科
で
一
万
一
千
三
百
六
十
二
人
が
受
診
。
市
民
の
健
康
を

守
る
施
設
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
日
平
均
4
0
人
が
利
用

早
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
五
十
四
年
八
月
十
二
日
に
オ

‐
‐
プ
ン
。
診
療
科
目
は
医
科
（
内

科
・
小
児
科
）
と
歯
科
の
二
科
目

で
す
。

こ
の
診
療
所
の
運
営
に
は
、
宇

治
久
世
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

▲多くの市民に利用されている休日急病診療所

症状別受診者数

（54年8月ｌ2日から58年8月7日まで）

べ゛

診ｉｓｉ科目ぺ
54 55 56 57 58 計

歯科
人481人781 人657 人610 人123人2．652

医

科

呼吸器系1，1411．3301，5141．199 295 5，479

消化器系 187 277 288 260 71 1．083

’ｍ環ｎ系 15 18 9 8 7 57

その他 331 588 599 439 134 2，091

計 2，1552．9943，0672，516 63011，362

て
、
医
科
医
師
二
人
、
歯
科
医
師

一
人
、
薬
剤
師
二
人
、
歯
科
衛
生

士
一
人
、
看
護
婦
二
人
、
事
務
職

数
人
の
ス
タ
″
フ
で
業
務
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

医
科
は
乳
幼
児
が

半
数
こ
え
る

今
年
の
八
月
七
日
ま
で
の
四

年
の
間
、
日
曜
日
や
祝
日
、
振
替

休
日
な
ど
に
診
療
を
行
っ
た
の
は

Ｅ
科
で
二
百
六
十
七
日
間
、
歯
科

で
二
百
七
十
三
日
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●その他に；ｊ．外外系、耳鼻科系．麻しんなど含む

受
診
さ
れ
た
大
は
、
医
科
で
八

工
古
十
ハ
、
歯
科
で
二
土
（
百

五
十
二
人
、
合
計
一
万
一
千
三
百

六
十
二
人
で
、
一
日
平
均
医
科
で

三
二
・
六
人
、
歯
科
で
九
・
七
人

の
大
が
受
診
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
ず
。
そ
の
中
で
、
休
日
急
病
診

療
所
の
応
急
的
な
診
療
で
不
十
分

と
判
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
病

院
（
二
次
後
送
病
院
）
に
転
送
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
、
四

年
間
で
八
土
ハ
人
の
転
送
患
者
が

あ
り
ま
し
た
。

受
診
さ
れ
た
大
の
年
齢
で
は
、

医
科
で
は
五
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が

四
千
八
百
四
十
四
人
で
五
五
・
六

飴
と
全
体
の
半
数
を
越
え
て
い
ま

す
。
一
方
、
歯
科
で
は
、
二
十
歳

以
上
の
大
が
一
里
〈
百
五
十
人
で
、

六
二
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ぜ
な
ど

呼
吸
器
系
が
ト
ッ
プ

ど
の
よ
シ
な
病
気
で
受
診
さ
れ

て
い
る
か
見
て
み
ま
す
と
（
上
衣
）
、

医
科
で
は
か
ぜ
な
ど
の
呼
吸
器
系

の
患
者
が
五
千
四
百
邸
十
九
人
で

六
二
・
九
％
と
大
半
か
ａ
め
て
い

ま
す
。
つ
づ
い
て
胃
炎
な
ど
の
消

化
器
系
の
患
者
が
一
千
八
十
三
人

言
二
・
四
知
、
心
臓
病
や
高
血

圧
病
な
ど
の
循
環
器
系
が
五
十
七

人
で
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
風
し
ん
、
麻
し
ん
を
は

じ
め
、
本
来
行
っ
て
い
な
い
外
科

や
耳
鼻
科
系
の
診
療
が
二
千
九
十

一
人
、
二
四
り
と
な
っ
て
い
未
了
。

休
日
急
病
診
療
所
で
受
診
さ
れ

た
大
の
う
ち
、
宇
治
市
民
は
医
科

が
七
千
五
百
六
十
九
人
で
八
六
・

九
％
、
歯
科
が
一
千
八
百
六
十
四

人
で
七
〇
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

医
科
で
も
・
六
人
に
一
人
、
歯
科

で
三
・
四
人
に
一
人
が
市
外
か
ら

の
受
診
者
で
す
。
こ
れ
は
、
休
日

の
診
療
と
く
に
歯
科
診
療
を
行
っ

て
い
る
市
町
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
に
来
ら

れ
る
も
の
と
Ｅ
お
れ
ま
す
。

229

さ

い

ご利用くだ

休
日
急
病
診
療
所

診療日日曜、祝日、年末年始

午前9時50分から受付時間
午後4時牛まで

豊⑩4630

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

日
曜
日
と
祝
日
、
年
末
年
始
な
ど

に
開
い
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
五
十

分
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
で
す
。

診
療
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
健
康

保
険
証
か
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

体
の
具
合
い

が
悪
い
と
き
は

無
理
に
が
ま
ん

を
し
な
い
で
、

宇
治
市
休
日
急

病
診
療
所
（
市

役
所
向
か
い
側
）

を
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

校
区
決
ま
る

▼
来
春
開
校
の
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
の
完
成
予
想
図

来春4月に開校へ

宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
来
春

開
校
の
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校

（
広
野
町
尖
山
）
の
通
学
区
域
を

決
め
、
八
月
十
一
日
に
開
か
れ
た

市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
地
元
説
明

会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
芦
決
ま
り
ま
し
た
通
学

区
域
は
、
大
久
保
、
大
開
両
小
学

校
区
の
全
域
で
、
地
区
別
で
は
広

野
地
区
の
一
里
山
、
桐
生
谷
、
茶

屋
裏
、
寺
山
、
東
裏
、
宮
谷
、
大

開
、
八
軒
屋
谷
、
小
根
尾
、
尖
山
、

中
島
、
丸
山
、
西
裏
（
一
部
）
、

大
久
保
地
区
の
久
保
と
上
ノ
山
、

大
竹
の
一
部
、
神
明
地
区
の
宮
西
、

宮
東
、
宇
治
地
区
の
大
谷
、
野
神

の
一
部
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
大
久
保
小
学
校

校
区
か
ら
西
宇
治
中
学
校
に
、
ま

た
大
開
小
学
校
校
区
か
ら
宇
治
中

学
校
に
通
学
し
て
い
亘
、
二
年

生
に
つ
い
て
は
、
教
育
的
配
慮
か

ら
、
卒
業
時
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
に
在
籍
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。南

宇
治
中
学
校
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
開
校
し
ま
し
た
が
、
急
激

な
宅
地
化
に
伴
い
児
童
・
生
徒
数

が
急
増
し
、
今
年
四
月
で
三
十
二

学
級
、
千
二
百
八
十
一
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
規
模
な

宅
地
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
早
期
建
設
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
教
育
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
今
年
四
月
に
仮
称
南
宇

治
第
二
中
学
校
の
建
設
に
符
手
。

来
春
四
月
に
は
、
市
内
で
九
希
目

の
中
学
校
と
し
て
開
校
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市民の相談に親しく応じる

池本市長（昨年7月、大久

保で）

池
本
市
長
が
出
席

市
で
は
、
市
民
の
声
が
反
映

し
た
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
広
聴
活
動
を

通
じ
て
市
政
へ
の
意
見
や
要
望
、

苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
幅
広
く
市
民
の
皆

相の年’せのさ残手談Ｉて声ん
暑゜と書蒙｀い″か
匁萬吊面旱包裔町

びき民目八こか生

し
い
時
期
で
す

の
で
、
納
涼
版

と
し
て
九
月
七

日
團
の
午
毘
八
時
半
か
ら
八
時

半
Ｗ
Ｐ
神
明
の
厚
生
会
・
神
明

ジ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
駐
車
場
で
開
催

に
ま
す
。

こ
の
相
談
は
、
池
本
市
長
を

は
じ
め
市
の
幹
部
が
各
地
域
に

出
か
け
て
行
き
、
街
角
や
広
場

納涼青空市民相談

9月7日　神明　お気軽にお越しください

で
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
対
話
を
深
め
、
貴
重
な

ご
意
見
、
創
意
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
要
求
の
実
現
に

む
け
て
取
ぴ
組
ひ
た
め
の
も
の

で
す
。
昨
年
度
の
「
青
空
市
民

相
き
に
は
、
八
十
九
件
百
人

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、

池
本
市
長
が
市

民
一
人
ひ
と
り

の
話
を
直
接
お

聞
き
し
ま
す
。

そ
し
て
、
細
か

な
点
に
つ
い
て

は
関
係
部
長
が

要
望
や
意
見
を

お
間
き
し
ま
す
。

会場付近略図

至大久保府遺宇治淀禄至宇治

な
お
、
市
政
以
外
の
意
見
や

要
望
は
、
関
係
機
関
へ
通
知
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
広

く
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
毒
了
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

函
大
の
場
合
は
、
城
南
荘
集

会
所
で
午
後
七
時
か
ら
。

ズ

受診者1万人を

超す

仮
称
南
宇
治

第
二
中
学
校
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技
能
功
労
者
の
推
薦

受
け
付
け
は
3
0
日
ま
で

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技
能
功

労
者
か
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ
の

表
彰
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
つ

き
學
れ
た
技
能
を
磨
い
て
こ
ら
元

だ
人
た
ち
の
功
労
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位

や
技
能
水
準
の
よ
り
一
層
の
向
上

を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
に
、
表
彰
Ｍ
Ｋ
ｉ
Ｈ
≫
Ｊ
－
＜

は
三
百
人
を
数
え
ま
す
。

第
十
二
回
目
ｍ
ｖ
ｉ
た
今
年
も

九
月
三
十
日
ま
で
技
能
功
労
者
の

推
薦
舎
河
け
付
け
て
い
未
了
。
表

彰
の
対
象
と
な
る
職
種
や
表
彰
基

準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
人

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
業
の
団
体
、

商
工
業
者
の
団
体
ｍ
ｔ
：
＞
＆
’
町

内
会
、
自
治
会
や
個
人
か
ら
も
推

薦
書
を
市
役
所
交
通
労
政
課
ま
で

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
職
種
〉

大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、
土

木
技
術
、
建
築
手
伝
い
、
と
び
、

屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
’
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

金
網
加
工
、
の
こ
ぎ
り
目
立
て
、

茶
缶
製
作
、
塗
装
、
看
板
、
表
具
、

扇
子
仕
立
て
、
建
具
、
指
物
、
家

具
製
造
、
桶
屋
、
竹
細
工
、
茶
び

つ
製
作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、

う
る
し
工
芸
、
写
真
、
下
絵
、
押

絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
刺
し

ゅ
う
、
製
茶
、
製
パ
ン
、
菓
子
製

造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
、

自
動
車
整
備
、
自
転
車
組
立
て
、

時
計
修
理
、
製
靴
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
各

職
種
。
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と

認
め
た
職
種
。

〈
表
彰
基
準
〉

①
市
内
に
引
き
続
き
五
年
以
上

住
所
夕
肴
す
る
人
②
技
能
者
と
し

て
市
内
の
事
業
所
に
五
年
以
上
従

事
し
、
経
験
年
数
三
十
年
以
上
で
、

十
一
月
二
十
三
日
現
在
で
満
六
十

歳
以
上
の
人
③
匯
刀
め
て
優
れ
た

技
能
か
肴
し
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
人
④
引
庭
饗
そ
の
職
業

に
従
事
し
、
同
一
職
業
の
指
導
的

立
場
に
あ
る
人
⑤
小
規
模
の
事
業

所
で
従
事
し
て
い
る
人
。

（
交
通
労
政
課
）

4
1
ｊ

こ
の
よ
之
鋏
況
の
中
で
心
身

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
に
は
、

障
害
者
自
身
の
自
覚
と
努
力
、
周

囲
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
事
業
主
の
中
に
は
、
コ
ス

ト
や
作
業
能
率
な
ど
の
面
で
心
配

さ
れ
φ
人
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
影
響
の
な
い
仕
事
や
、
施
設
・

設
備
を
少
に
改
善
す
れ
ば
支
障
が

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
も

う
一
度
、
職
場
の
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。
雇
用
問
題
や
助
成
制
度

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
共
職
業

安
定
所
、
京
都
身
障
者
職
業
相
談

室
へ
ど
ブ
ぞ
。
（
交
通
労
政
課
）

ＫＢＳ京都

国
民
年
金
制
度
を

テ
レ
ビ
放
送

京
都
府
が
、
国
民
年
金
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
ダ
左
め
、

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
テ
レ
ビ
放
送
か
行

つ
て
い
ま
す
。

放
送
は
、
八
月
二
十
七
日
出
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
出
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
と
日
曜
日
の
週
二
回
で
・

す
。
時
間
は
、
土
曜
日
は
午
前
十

時
二
十
九
分
か
ら
一
分
間
、
日
曜

日
は
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
一

分
間
で
す
。
内
容
は
・
：
国
民
年

金
の
保
険
料
鶯
祠
め
ま
し
ょ
う
・

国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け

合
い
・
国
民
年
金
の
特
徴
・
国
民

年
金
へ
の
危
機
感
や
不
安
感
の
解

消
・
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
。

う
…
の
五
つ
が
テ
ー
マ
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

ス
ポ
ー
ツ
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
7
日
團
1
2
1

日
圖
の
毎
週
困
・
圖
の
5
日
間
、

午
後
7
時
半
～
9
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
神
明
小
学
校
体
育
館
▼
内

容
・
・
・
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
リ

ズ
ム
体
操
、
健
康
体
操
、
ボ
ー

ル
運
動
、
体
力
測
定
な
ぺ
上

靴
持
参
の
こ
と
。

〈
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
1
7
日
出
、
2
4

日
出
、
1
0
月
1
日
出
、
8
日
出
、

9
日
面
、
1
5
日
出
、
1
6
日
間
、

2
2
日
出
の
8
日
間
、
午
後
2
時

～
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
梨
公
園

コ
ー
ト
▼
対
象
・
・
・
高
校
生
以
上

と
社
会
人
の
初
心
者
▼
定
員
・
・
・

5
0
大
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
い
ず
れ
も
市
民
体
育
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
卓
球
〉

9
月
1
3
日
脚
、
午
後
7
時
1

9
時
。
小
倉
小
学
校
体
育
館
。

〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

9
月
1
3
日
叫
、
午
後
7
時
～

9
時
。
伊
勢
田
小
学
校
体
育
館
。

参
加
希
望
の
大
は
、
上
靴
を

も
っ
て
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

高
齢
者

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〉

▼
と
き
・
：
9
月
Ｈ
日
旧
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
伊

勢
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
接

会
場
へ
。

吊
民
体
育
課
）

少
年
少
女

ホ
ッ
ケ
ー
教
室

▼
と
き
・
：
1
0
月
1
日
出
恚
1
1

月
1
9
日
出
の
毎
週
土
曜
日
、
午

後
1
時
半
Ｆ
5
時
ｙ
と
こ
ろ
…

太
陽
が
丘
第
5
野
球
場
▼
対
象

・
：
小
学
生
男
・
女
▼
定
員
・
・
・
2
0

人
▼
参
加
料
・
：
二
千
八
百
円
▼

申
し
込
み
・
：
9
月
2
0
日
脚
ま
で

に
、
は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
保
護
者

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

広
野
町
八
軒
屋
谷
―
・
山
城
総

合
運
動
公
園
業
務
課
（
豊
⑩
7

6
7
8
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

◇

市
民
総
合

体
育
大
会

〈
軟
式
テ
ニ
ス
〉

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
日
▼
と
こ

ろ
・
・
・
黄
栞
公
園
コ
ー
ト
▼
対
象

…
社
会
人
（
高
校
生
以
上
）
▼

ラ
ン
ク
・
・
・
男
子
Ａ
・
Ｂ
・
ｃ
、

女
子
Ａ
・
Ｂ
・
ｃ
、
壮
年
（
4
5

歳
以
上
）
、
家
庭
婦
人
（
3
5
歳
以

上
）
▼
参
加
料
…
六
百
円
▼
申

し
込
み
・
・
・
9
月
1
5
日
ま
で
に
五

ヶ
庄
三
番
割
・
体
育
協
会
事
務

局
へ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
口
求

さ
ん
（
ａ
⑩
6
5
6
9
）
へ
。

〈
空
手
道
》

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
3
0
日
▼
と
こ

ろ
・
・
・
青
少
年
文
化
研
修
道
場
▼

種
目
・
・
・
型
、
組
手
▼
参
加
料
…

各
団
体
五
千
円
▼
申
し
込
み
…

1
0
月
1
日
ま
で
に
木
幡
赤
塚
1
6
・

登
り
助
育
セ
ン
タ
ー
内
、
伊
藤

義
明
さ
ん
（
ａ
⑩
2
4
4
3
）

へ
。

（
市
民
体
育
課
）

訂
正

▼
市
政
だ
よ
り
八
月
二
十
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
市
民
総
体
弓
道
の
部
、
近
的
競
技
種
目
の
距
離
に
誤
口
が
あ
り
ま
し
た
。
女
子
5
0
ｍ
、
男
子
初
級
、
男
子
上
級
6
0
ｍ
と
あ
り
ま
し
た
の
は
す
べ
て
2
8
ｍ
で
し
た
の
で
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。
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す
で
に
記
し
た
ぷ
つ
に
、
宇

治
茶
師
仲
ヶ
間
は
、
十
七
世
紀

の
後
半
に
再
三
に
わ
た
っ
て
、

幕
府
か
ら
巨
額
の
借
金
を
し
て

い
る
（
第
9
9
回
参
照
）
。

そ
の
借
金
の
理
由
は
、
幕
府

御
用
茶
の
生
産
設
備
蛮
允
実
さ

せ
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
ぐ
ま
で
建
て

前
で
、
実
際
は
宇
治
茶
師
の
経

済
が
、
早
く
か
登
古
境
に
お
ち

い
っ
て
い
た
た
め
の
、
や
む
を

得
な
い
借
金
で
あ
っ
た
。

当
初
、
そ
の
借
金
は
年
賦
で

返
済
す
る
約
束
で
あ
っ
た
が
、

な
か
な
か
思
．
ｒ
壬
ｖ
ｒ
＼
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
約
東
ど
お
り
返
済

で
き
た
の
は
、
お
お
ひ
ね
四
、

五
年
の
あ
い
だ
だ
け
で
、
そ
の

後
は
滞
ぴ
が
ち
と
な
り
、
一
世

紀
近
ぐ
後
の
宝
暦
十
三
年
（
一

胞
八
三
）
に
な
っ
て
も
、
返
済

し
た
金
額
は
全
体
の
ほ
ぽ
三
〇

八
‐
‐
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

無
謀
と
も
言
え
る
そ
の
ル
ー

ズ
な
返
済
ぷ
り
に
は
、
お
μ
ろ

く
ほ
か
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り

い
た
当
時
、
宇
治
茶
師
が
生
産

す
る
宰
治
の
限
茶
は
、
武
家
に

と
っ
て
必
須
の
も
の
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
借
金
も

許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
宇
治

茶
の
存
在
価
値
が
、
い
か
に
大

ｉ
ｍ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る

で
あ
う
コ
。

と
こ
ろ
で
、
天
下
無
類
の
宇

り
と
な
る
一
通
の
「
覚
書
」
が
、

宇
治
上
林
記
念
館
に
の
こ
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
「
覚
書
」
に
み
え
る
宇

治
茶
業
界
不
況
の
原
因
を
、
箇

条
書
き
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

一
、
侈
茶
の
精
選
が
、
し
だ
い

に
ち
密
に
な
り
、
反
当
り
の

生
産
量
が
減
少
し
た
こ
と

｀
二
、
茶
園
の
年
貢
が
、
高
率
で

宇
治
茶
業
の
不
振

先
に
、
大
切
な
御
茶
御
用
を
つ

と
め
る
宇
治
茶
師
と
は
い
え
、

金
貨
に
換
算
し
て
総
額
八
千
余

両
に
も
お
よ
ぶ
多
額
の
借
財
を
、

幕
府
が
認
め
た
こ
と
の
は
ラ
が
、

驚
異
的
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
ラ
か
。

幕
藩
体
制
が
確
立
し
て
、
茶

の
湯
が
武
家
の
礼
法
と
さ
れ
て

治
茶
を
生
産
し
て
い
た
茶
師
た

ち
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
シ
胚
古
境

に
お
ち
い
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
シ
か
。
競
争
相
手

が
存
在
し
た
訳
で
も
な
く
、
生

産
過
剰
と
な
っ
て
い
た
訳
で
も

な
い
宇
治
茶
に
、
ど
フ
し
て
利

潤
が
得
ら
元
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
な
ぞ
を
解
ぐ
手
か
か

あ
る
う
え
（
第
9
4
回
参
照
）
、

そ
の
年
貢
は
銀
で
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
米
価
の

上
昇
と
銀
相
場
の
下
落
に
よ

り
、
年
貢
の
負
担
が
一
層
増

加
し
た
こ
と

三
、
水
害
・
火
災
の
頻
発
に
よ

っ
て
、
製
茶
設
備
や
茶
園
に

大
損
害
を
う
け
た
こ
と

四
、
物
価
や
人
件
費
が
高
騰
し

つ
づ
け
て
い
る
の
に
、
茶
の

価
格
は
寛
永
十
九
年
（
一
六

四
二
）
に
定
め
ら
れ
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
見
ｙ
あ
げ
み
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
は
、
い
ず
れ

な
ぞ
の
通
り
で
、
殊
に
近
世
を

通
じ
て
茶
の
価
格
が
凍
結
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
宇
治
茶
業
界

舎
古
し
め
る
最
大
の
原
因
と
な

つ
て
い
た
。
茶
師
は
再
三
に
わ

た
っ
て
値
上
げ
を
要
請
す
る
の

だ
が
、
そ
れ
は
つ
い
に
許
さ
れ

な
か
っ
た
。
（
歴
史
資
料
室
）

－
つ
Ｉ
つ
1
つ
Ｉ
ひ
Ｉ

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
宇
治

の
歴
史
を
叙
述
し
て
い
る
「
宇

治
市
史
‘
（
全
六
巻
）
を
発
売

し
て
い
未
了
。
歴
史
資
料
室
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
価
格
は

ｍ
四
千
円
で
す
。

▼
宇
治
茶
師
の
借
銀
を
示
す
資
料

ち
び
っ
こ
す
も
う
教
室
―
三
室
戸
小
体
育
館
―

宇
治
市
内
で
初
め
て
開
か
れ
た

「
ち
び
っ
こ
す
も
ラ
教
室
」
は
、
八

月
十
四
日
㈲
、
三
室
戸
小
学
校
体

育
館
に
三
歳
の
幼
児
か
ら
夭
人
ま

で
約
百
五
十
人
が
参
加
。
猛
暑
の

中
、
熱
闘
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
三
室
戸
学
区
体

育
振
興
会
（
堀
侑
念
会
長
）
が
、

Ｈ
ａ
ｗ
た
ち
の
徳
育
と
社
心
一
性
を

養
シ
た
め
に
日
本
相
撲
普
及
協
会

（
中
島
克
治
代
表
）
の
協
力
か
求

め
て
、
全
国
巡
回
指
導
相
撲
教
室

の
一
環
と
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

午
前
十
一
時
、
体
育
館
に
設
け

ら
れ
た
特
製
の
土
俵
の
周
り
に
、

▲女の子もたくまむく大健闘

青
や
だ
い
だ
い
色
の
鮮
か
な
ぶ

わ
し
”
を
つ
け
た
チ
ビ
″
子
た
ち

が
集
合
。
中
に
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

ｊ
ｉ
Ｃ
し
”
を
つ
け
て
参
加
し
た

女
の
子
た
ち
も
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
相
撲
の
基
本
を

練
習
し
、
協
会
の
指
導
員
相
手
に

一
人
ず
つ
の
ぷ
つ
か
り
げ
い
こ
を

し
た
あ
と
は
、
い
よ
い
よ
年
齢
別

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
の
開
始
。
泣
酉
出
す
子
、

笑
い
な
が
ら
相
撲
衆
と
る
子
、
大

相
撲
顔
ま
け
の
粘
り
を
み
せ
る
子
’

な
ど
の
熱
戦
に
、
会
場
は
終
始
、

大
歓
声
に
包
次
れ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
の
あ
と
、
チ
ャ
ン
ゴ
鍋
が

運
ば
れ
て
ぐ
る
と
、
お
腹
の
す
い

た
チ
ビ
″
子
た
ち
は
、
土
俵
か
ら

鍋
の
周
り
に
集
合
。
お
い
卜
芒
う

に
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、

舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

心身障害者に雇用の場を

9月1日～30日

心身障害者雇用促進月間

昭
和
五
土
〈
年
の
国
際
障
害
者

年
を
契
機
に
、
障
害
者
問
題
に
つ

い
て
の
認
識
と
理
解
は
深
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
。
雇
用
状
況
は
、
ま

だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

宇
治
市
史

の
窓

ちびっこ力士大熱戦

▼
寄
り
き
り
か
、
う
っ
ち
や
り
か
、
土
俵
際
の
大
接
戦
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宇
治
市
公
民
館
、
木
幡
公
民
館
、

小
倉
公
民
館
の
三
公
民
館
で
は
、

幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
き
ま
す
。

こ
の
学
級
で
は
、
三
歳
児
を
中

心
八
チ
る
幼
児
を
も
つ
親
を
対
象

に
、
子
芦
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て

ど
の
よ
シ
な
家
庭
教
育
か
子
れ
ば

よ
い
の
か
、
子
ど
も
の
発
達
と
は

ど
の
よ
ラ
な
も
の
か
べ
講
師
を

交
え
て
み
ん
な
で
考
え
合
う
も
の

で
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
下
表
▼
と

き
・
・
・
各
公
民
館
と
も
午
前
9
時
半

～
正
午
▼
定
員
・
：
各
公
民
館
と
も

3
0
人
で
、
応
募
多
数
の
場
台
は
抽

選
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

奮
ぴ
て
、
「
幼
児
家
庭
教
育
学

級
受
講
希
屏
と
明
記
し
、
9
月

1
0
日
ま
で
に
、
希
望
の
公
民
館
へ

▼
保
育
・
：
2
歳
以
上
の
平
μ
も
を

保
育
し
ま
ず
。
定
員
2
0
人
（
宇
治

市
公
民
館
は
1
5
人
）
。
受
講
申
し

込
み
時
に
、
幼
児
の
名
前
、
性
別
、

生
年
月
日
を
書
い
て
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
1
回
五

十
円
が
必
要
で
す
。

◇

婦
人
の
創
作
教
室

～
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
～

。
ち
ぎ
り
絵
‘
潜
落
の
風
物

公民館のお知らせ

幼児家庭教育学級日程表

宇治市公民館

日Ｃｊ テーマ 輿師

9／22附
開ａ式’ｐａを進めるにあたって

宇治市公尺館竹中五館艮

9／30倒幼児の心身の兄達 私立三室戸代育園園長ｔｉ本睦子さん

10／7（4）子どものｔｓ操をｌｉかにするには（ａぴｓ－とおして）京Ｂ文教短期大学教授秋浜友子きん

10／14ｉＳ子どむを他人にあすけること元公民館保母小坂恵芙ｒ・さん

10／2Ｉ’ｉ）子どもの成ＨとＤ立市立稗法保冑所小野ａ子所長

10／27困子どもの病気と予防 小児科医師服部宗Ｅ£5さん

11／2咆ほ育室の一日｛映両「さくらんぼ坊や」）宇治市公尺館≪母

11／ｌｌｔｓ幼児をはぐくむ裏庭のあり方宇治幼稚間Ｂｉｔｅ笠呵教ＳＳさん

11／18（4）
子どもと食參（偏食をな（すために）市教ｆＩＳ員会小川寛子栄養ｔ

ｌｌ／25（＊）
子どもと絵本

児童文学研究ｆ，ＩｆＪｆ信賢さん

ｎ／2ｍ子どもの皮長と観のｉＳ艮立命館大学ａ師片岡陽子さん

ｉ2／9ａｉ乍習のまとめ． 宇治市公尺ＩＩ職Ｈ

木帽公民館
日程 テーマ 講ａ

9／20力
開講式学習を進ｙ＞るにあｔ：って宇治市木幡公尺拉成消ｎａ館ｎ

9／27Ｗ幼’Ｒのしつけ
市立木ｎ保ｎ所曝本隆子所ｉｔ

10／6困絵本の勣用と選び方 児竃文学升協公全Ｕ吉ａ淑了さん

10／ｌｌ㈹遊びと仲問づくり
市立北木幡保町所礒ｉｒＸ子所腱

10／20困子どもの栄養と偏食 市教育委貝会小Ｍｌ寛了≪曼士

ｗ／2卯ｍｉ．の性格町成市立木幡小学校教泊ｔｔ上平明きん

11／1肉子どものＲ達過程ｉ） 京Ｂ教ＩＴ大学助教授Ｘ計斤夫さん

11／8Ｗ3 〃（2）

11／16閑子どもｃｎ能力の兌達 京都教冑大学助予水谷宗行さん

11／2203子どもの人権と同和教育市教育・Ｕ会萬守主弔

11／29Ｗ3創造性を冑てる 佛教大学ＪＩ師池田一良さん

12／6図学習のまとめ 宇治市木幡公尺館職只

／Ｊ＾倉公民震官

ａｎ －Ｔ－マ
講師

9／2
開講式学級を進めるにあｔｌって宇祐市小ｉｔ公尺館伊≪博昭屁ｔ£

9／28和幼児の心身の兌達 京都市立弓護短期大学教授鴫津峯Ｒさん

10／5團幼児のことばの発達

10／Ｉ3困子どもの健康菅理について宇治市保鯉予防課柚富夏江伏健Ｈ

ｉｏ／24凹子どもの食生活を考える 食品問題研究．1山崎万ーさん

10／27困Ｓｉ食をなくする方法 市教育委Ｕ会小川寛子栄養ｌ：

11／11（4）
子育てで大事にしたいこと

大阪Ｅｆ条人学教授大前哲彦さん

11／17困子どもをゐずけること
公尺館保母三＋；暢／－Ｓんほか

1Ｉ／24困幼児Ｍに育てたいもの ぷ立北橘島小ｒ－ｎ隻ａｎ諭小寺サチコさん

12／2（4）子どもの逓び 京都教育大学教ｉｔ一谷彊さん

12／8困子どもを育てる力 京祁大学教育学紀教ｎ上杉孝賓さん

12／15困学習のまとめ 宇ｉｆｔ市小介公民館職ｌｌ

口口

保健予防・衛生のお知らせ

1
1
1
1
1

サワちゃんは甘えん坊。いつも

ママのあとを追いかけます。でも、

元気で明るい女の子。

この欄に掲載するお子さん（57

年9月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

九
月
五
日
か
ら
始
ま
り
乖
ｙ
。

日
程
久
蕩
は
、
三
月
二
十
一

日
発
行
の
市
政
だ
よ
り
「
予
防

接
種
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
…
満
4
歳
禾
満
の
乳

幼
児
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

（
生
後
3
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
ら
）

に
受
け
で
ぐ
だ
さ
い
▼
持
参
す

る
も
の
：
疸
子
手
帳
と
問
診
票

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

受
け
ら
元
な
い
早
μ
も
・
・
・
①
三

種
混
合
予
防
接
種
を
受
け
て
Ｉ

週
間
以
内
②
は
レ
か
の
予
防
接

種
を
受
け
て
1
ヵ
月
以
内
③
以

前
に
Ｂ
ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
Ｈ
Ａ
Ｊ

も
の
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
、
水
痘
が
治
っ
て

か
ら
1
ヵ
月
以
内
▼
注
意
・
・
・
体

温
は
会
場
に
来
る
前
に
必
ず
計

っ
て
き
て
ぐ
だ
さ
い
。
各
会
場

と
も
車
に
よ
る
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

（
保
健
予
防
課
）

9
月
の
献
血

▼
9
日
圖
、
関
西
地
区
補
給

処
（
黄
槃
）
＝
午
前
1
0
時
～
正

午
と
午
後
1
時
～
三
時
半
▼
2
6

日
側
、
西
友
ス
ト
ア
宇
治
店
―

午
前
十
時
～
正
午
と
午
後
一
時

圭
一
蒔
半
。
（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
9
月
1
3
日
脚
、
木
幡
公
民

分
館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分
、
小
倉

公
民
館
＝
午
前
1
0
時
5
0
分
、
旦

椋
公
会
堂
＝
午
前
1
1
時
1
0
分
、

宏
操
健
所
＝
午
前
1
1
時
2
0
分
。

（
環
境
保
全
課
）

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
9
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
1
5
日

8
’
2
3
日
脚
、
3
0
日
吻
で
す
。

2
9
ｍ
ｇ

2
8
日
ｓ

2
7
日
ｓ

2
2
ｍ
Ｓ

刀
］
日
伽

2
0
日
ｇ

1
6
日
ｓ

1
4
ｍ
ｇ

1
3
ｍ
ｇ

9
日
吻

8
日
俐

6
日
叫

一
日
哨 日

黄
業

南
山

明
星
町

志
津
川

福
角

嘲
陵
町

神
明

奥
広
野

広
野

伊
勢
田

開
野
神

白
川

藍
山

棋
鳥

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

遊
田

北
小
倉

南
小
倉

地
区

5
・
0
6
・
0
1
・
1
1
1
・
0

1
4
‥
0
0
～
1
4
‥
5
0

4
・
0
5
・
0
1
●
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
0

1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
0
0

1
4
‥
0
0
1
1
5
‥
4
0

5
・
0
6
・
0
1
9
1
ー
ー
・
1

1
4
‥
0
0
～
1
4
‥
5
0

ｏ
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
2

1
4
‥
0
0
～
1
6
‥
0
0

1
4
‥
0
0
～
1
5
‥
2
0

1
・
0
1
・
0
1
1
0
1
1
一
4

Ｏ
・
0
0
・
0
1
・
0
1
1
・
3

5
1

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
5
0

4
・
0
6
・
0
1
1
4
～
1
・
0

3
・
0
4
・
0
1
1
3
1
1
一
2

Ｏ
・
0
1
・
0
Ｉ
・
Ｏ
ー
ー
・
0

4
・
0
6
・
0
Ｉ
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

1
0
一
0
0
～
1
1
‥
3
0

時
間1

0
1
1
6
‥
1
0

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

伊
勢
田
神
社

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
店
向
か
い
仰

茶
研
登
り
ロ

ユ
ニ
チ
カ
社
宅

ｉ
ｓ
ｓ
ｔ
ｓ
ｓ
ｓ
＾
八
木
≫
！
レ
ー
ジ

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

遊
田
三
角
公
園

北
小
倉
小
学
校

南
小
倉
小
学
校

駐
車
場
所

231

を
再
男
￥
于
。
創
作
の
喜
び
を

味
わ
い
、
牛
活
に
う
る
お
い
か
も

た
ら
す
た
め
に
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
き

・
：
い
ず
れ
も
午
後
＜
Ｎ
Ｊ
時
～
4
時
▼

と
こ
ろ
・
未
幡
公
民
館
▼
テ
ー
マ

・
：
宇
治
の
風
物
▼
対
象
・
：
市
内
在

住
の
婦
人
ｍ
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
負
・
・
・
二
千
円
▼
申
し

○宇治市公民館…字治里尻71の

9（ａＲ）2804）

◎宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（Ｓｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａｃ4687）

婦人の創作教室日程表
日罹 内容 輿師

9／12111］ちぎりｌｉの知識・基礎抹茶茶碗の笑
ちき・’ｌぎｉｓｔ好家

小｜¶Ｉ貞子さん

9／19（11）お茶の花木

9／26（11）

10／3叩
宇，＼；≪ａ．景

Ｉ0／12！付
学Ｈのまとめ（完成品の脱示・講評）

今ｉ＊の活勣について 公民館職員

込
み
・
・
・
教
材
費
舎
で
凡
て
’
Ｈ
接

木
幡
公
民
館
へ
。

第
2
6
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

親
子
地
学
教
室

京
都
五
億
年
の
旅
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
ハ
イ
キ
ン
グ
を
か

ね
て
、
身
近
な
場
所
の
地
層
や
岩

石
か
ら
。
自
然
の
神
秘
に
ふ
れ
て

み
で
Ｖ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
9
月
1
8
日
面
、
午
前

9
時
半
ト
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
田
原
町
か
ら
宇
治
方
面
へ
▼

案
内
講
師
…
京
都
教
育
大
学
教
育

学
部
助
教
授
・
武
蔵
野
頁
さ
ん
▼

対
零
：
市
内
在
住
の
親
子
（
そ
こ

も
は
小
学
校
4
年
生
以
上
）
▼
定

員
・
・
・
親
子
3
0
組
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
。
た
だ
し
交
通
費
な

ど
は
各
自
負
担
▼
申
し
込
み
…
電

話
で
小
倉
公
民
館
へ
。

お
知
ら
せ

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
圃
法
第
一
七
条
に
も
と

づ
き
、
次
の
計
画
案
を
都
市
計
画

課
（
市
心
房
新
館
）
で
九
月
六
日

ま
で
縦
覧
で
去
ま
チ
。

Ｌ

％．．．．・・・・・・・・

①
宇
治
淀
線
、
下
居
大
久
保
線
、

宇
治
棋
島
線
、
新
田
線
の
計
画
案

ま
た
は
変
児
計
画
案
②
大
久
保
宇

治
川
線
の
変
更
計
画
案
③
西
町
児

童
公
園
の
変
更
計
画
案
。

（
都
市
計
画
課
）

金
融
機
関
の
週
休
2
日
制
で

納
税
期
限
が
変
更

先
月
か
ら
、
納
税
申
告
書
の
提

出
、
納
付
な
ど
の
期
限
が
、
第
二

土
曜
日
に
当
た
る
場
合
は
、
日
曜

日
や
国
民
の
祝
日
の
場
合
と
同
様

に
、
そ
の
期
限
が
翌
週
月
曜
日
ま

で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
月
の
第
二
土
曜

日
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が

休
業
し
、
窓
口
業
務
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
八
月
支
払
い
分
給
与
等
の

源
泉
所
得
税
の
納
期
限
は
通
常
、

翌
月
十
日
ぶ
ふ
、
九
月
十
日
が

第
二
土
曜
日
に
あ
た
り
乖
ゐ
で
、

こ
の
納
期
限
は
九
月
十
二
日
と
な

り
ま
ず
。
詳
し
い
こ
と
は
、
宇
治

税
務
署
（
豊
⑩
4
1
4
1
）
へ
。

（
宇
治
税
務
署
）

警
察
職
員
の
募
集

京
都
府
警
察
職
員
採
用
試
験
が

十
月
二
日
に
行
わ
れ
未
了
。

▼
男
子
警
察
官
・
：
昭
和
3
1
年
4

月
2
日
か
ら
4
1
年
4
月
1
日
ま
で

に
半
声
れ
た
男
子
。
受
付
期
間
は

9
月
2
1
日
ま
で
。

▼
婦
人
警
察
官
・
・
・
昭
和
3
4
年
4

月
2
日
か
ら
4
1
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
書
れ
た
女
子
。
受
付
期
間
は

9
月
1
2
日
か
ら
2
1
日
ま
で
。

▼
警
琶

4
月
2
ａ
か
ら
4
1
年
ｔ
月
1
日
ま

で
に
生
次
れ
た
人
。
受
付
期
間
は

9
月
1
2
日
か
ら
2
1
日
ま
で
。

▼
婦
人
交
通
指
導
員
・
・
・
昭
和
3
5

年
↓
月
2
日
か
ら
4
1
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
毒
れ
た
女
子
。
受
付
期

間
は
9
月
1
2
日
か
ら
2
1
日
ま
で
。

問
い
命
幻
せ
は
、
宇
治
警
察
署

（
豊
⑩
1
1
1
）
ま
で
。

（
宇
治
警
察
署
）

広
野
町
東
裏

高
木
佐
和
子
ち
ゃ
ん

定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す

市
で
は
、
先
月
十
一
日
か
ら
十

七
Ｅ
ま
で
の
間
、
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
行
っ
て
い
る
胃
・
子
宮

ガ
ン
検
診
の
は
が
き
甲
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

7
日
ま
で
再
募
集

定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
病
気

奎
兄
服
す
る
決
め
手
は
早
期
発
見

と
早
期
治
原
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
受

診
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

次
の
申
し
込
み
方
法
に
よ
り
、

胃検診会場と検診日

保健医療センター
10月3日凹

10月4日（火

木幡公民館 9月2ｉ日出

宇治小学校 9月17日山

三室戸集会所 9月29ａ田

城南荘集会所 9月28日出

開公民分館 9月21日（徊

伊勢田小学校 9月16日出

西小倉集会所
9月27日（’Ｘｌ

ｉｏ月1日出

小倉小学校 9月12日ｌ）ｌ）

大久保小学校 9月14日閑

※子宮検診の実施医療機関名、実

施期間などは，8月11日号の市

政だよりをご覧ください。

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼
定
員
・
・
・
胃
検
診
于
七
百
五
十
人
。
子
宮
検
胞
ハ
Ｔ
ハ
。
▼
申
込
期
間
・
・
・
9
月
1
日
～
7
日
▼
対
象
・
：
〈
胃
検
診
〉
昭
和
5
8
年
4
月
1
日
現
在
満
4
0
歳
以
上
の
内
〈
子
宮
検
診
〉
同
、
満
3
0
歳
以
上
の
人
。
▼
検
診
料
（
自
己
負
猫
苧
・
・
胃
検
診
五
百
円
。
子
宮
検
診
千
円
。
受
診
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
料
免
除
事
項

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

①
満
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～

6
9
歳
の
人
で
、
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
人
③
年
活
保
護
受
給
の

人
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
9
〈
。

お
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、
保
健
予
防

課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

『
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
4
表
（
あ
て
先
）

一
「
－
1

申し込み書式

はがき1枚につき、1検診・

1名のみ記入してください。

□
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

叩
7
洽
築

ｍ
保
健
予
防
課
行

Ｖ ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ■ ● ・

●

回

1
裏
（
子
宮
検
診
用
）

子宮検診申込書

検診医院’

住。所

氏名（・りヵ’な）

電話番号

生年月日年齢

豪上記の検診料免除事項に

該当される人はその番号

を書いてください。

４
裏
（
胃
検
診
用
）

胃検診申込書

第一希望月日会場名

第二希望月日会場名

第三希望月日会場名

住所

氏名じヽ’）ヵ■な）男女別

電話番号

生年月日年齢

※上記の検診料免除事項に

該当される人はその番号

を沓いてください。

子どもの豊かな

成長を
幼児家庭教育学級

移
動
図
書
館
（
9
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

胃・子宮

検診
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市役所清掃事務所

　TEL223141番

　　　　　　　宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、
9／117池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

　　　　　　　白川（全域）
　　　　　　　折居台（全域）

　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　南陵町（全域）
　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

219神明（全域）

　　　　　宇洽（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）　　　　　広野町（小根尾一部）

　　　　　開町（国道筋を除く全域）．
320広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

　　　　　西大久保府営住宅（l～20棟）

　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）521大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　久保）　　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

　　　　　安田町（全域）
　　　　　伊勢田町（名木．浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）622開町（国道筋）

　　　　　広野町（成田、新成田．国道筋の西裏・茶屋裏、派
　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）
　　　　　大久保町r田原日拓平底井ノfj？南ノnー成＾i

　　　　　　宇洽（半白）
　　　　　　小介町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

723羽拍子町（国道筋）
　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛li）

　　　　　　小倉町南m、山際、尽銀前から南足信前までの市

　　　　　　　　　　道筋以南の西浦）826伊勢田町（遊田、砂田）

　　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　小倉町（蓮池、m池、南m池、京銀前から南京信前
927までの市道筋以北の西浦）

　　　　　伊勢田町（南遊田）

　　　　　棋島町（全域）1228小倉町（近鉄以東の新田島）
　　　　　宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

　　　　　木幡（平尾－須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ
1329内、赤塚．花揃、金草原、北畠．桧尾、北山

　　　　　　　　　畑、国鉄以東の正中・東中）

　　　　　　六地蔵（全域）
　　　　　　木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1430中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

　　　　　木幡（熊小路）　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

1510／1原ヽ壇ノ東ヽ寺界道ヽ野添ヽ大林ヽ梅林ヽ西
　　　　　　　　　浦．新開、平野、折坂、福角、－・二・三番
　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東）
　　　　　兎道（平町）

　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

1610／3蔚51副詰芦9゛）

　　　　　志津川（全域）　　　　　宇洽（山本、乙方．東内、又振、山田）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章

か
ら
）

し尿収集日

程表

城南衛生管理組合
　八幡市八幡沢

白川・志津川・菟iu・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

628田原、井ノ尻、日椋、平’＆、mノロ

　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、
729寺山（翠光園団地）

　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、
83°石塚（心華寺通り以西）・

910／1東裏、一里山、桐生谷開町石塚ぐ心華寺通り以東丿官it一茄
10W／3／卜根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、”S北

　　　　　　野神、・大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、12lQ／4壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

13下居、善法、壱番、妙楽宇文京印尻（国政以南），広川
14蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒椙田中、大垣内妙りま渚川

　　　　　　森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、
16池山、谷下り（B鉄以東）、出口（国鉄以東）

　　　ゴミ減量に

　　　　ご協力ください

●・・ゴミの水切りを完全に。

●・燃えるゴミの中にガラスや空カ

　ンを入れないでください。

●・新聞や雑誌類はゴミとして出さ

　ずに、町内会などでまとめて古

　紙回収へ。（清掃課）

　　し尿収集の届出を！！

　家族や同居人に増減があったり

転出転居、浄化槽設置などでし尿

収集届出に異動があったときは、

市役所清掃課へ届出てください。

　　　　（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

122寺内、西浦
224南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）

326南堀池（大和．田中）、堀池

52南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
　　　　7中ノ田、名木、浮面、安田町全域ぅ

628中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ
　　　　　大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石tS（大川原線以西）

729中山（近鉄以西）、毛語、若林
830羽拍子町
910／1蛇塚．弐番（府道以北）、池森．米阪

1010／3北山A°B°C‘D団地ヽ中央台ヽ西山（国道以西）ヽ
　　　　　　神楽田（山中含む）
1210／4戸ノ内、矢落（国鉄以北丿若森（国鉄以北）里S．（国鉄以北）小桜
13東目川、西目川、南落合（Ｏ～3の通りまで）
14南落合（4の通り以降～13の通りまで）

16南浦（100～110、84～98、30～33）、大只団地、山際一部
17南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

　　　　　　山際、半白、圃場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、
19郡、石橋（大川原m以東）

20老ノ木、久保西山（国道以東）、蓮池

　　　　　　東山．天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、
21十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

232

TEL075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

！22福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、ト村、大八木島
224車田一部、半町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
326車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）

527福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
628西浦（国鉄以東），三番割、芝ノ原（府道両側）、南端（国鉄以東）
630笠取

729芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつ吉ヶ丘）
830南山（B），金草原

910／1南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
1010／3北畠、桧尾、平尾、須留
1210／4花揃．赤塚、陣之内（国鉄以東）、帥rn．御蔵山、畑山田、北加園IE中（国鉄以東）町並一部
13北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

　　　　　　正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）．河原、徳永、柿ノ木町、
14一丁目．札ノ辻町、紺屋町

16内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
17大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
20．寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添谷前、西浦一部梅林官有地、大林一部
21西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部

もえないゴ

ミ収集日程

表

17出●結婚相談（川束集会所13時～15時）

18⑧

19（月）
●心配－’と相談（総合福祉会館13時～15時）

　乳児相談（木幡公民館9時半～n時

2O㈹

21（＊）精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

22困●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

23R

24出●結婚相談（川東集会所13時～15時）

25⑨ 社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所

から南へ200に）で相談を受けてい
ます。（社会福祉協議会＝総合福
祉会館内a⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）

　よろず相談全般。毎週月曜日、
　総合福祉会館で。
●法律相談（弁護士）

　法律問題全般。総合福祉会館で。

●結婚相談（専任相談員）
　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
　協・相談所員）
　高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）
　キ金全般。

－

ミ

ー

26㈲
●心配ごと相談（総合福祉
　会館13時～15時）

27｛火J

28困

消費生活相談（商工観光
課10時～15時）
移動市民相談（m池中集
会所13時半～16時）

29俐

30（i
青少年相談（市民会館13

時～16時）

10月

l（i）

2⑧
¶1

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
分

敬老の日9月15日

．
□
こ
の
ほ
か
Ｊ
市
政
相
談
二
股
生
活
相
談
は
市
役
．

　
｀
所
市
民
相
談
室
で
．
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光
、

　
課
で
．
‘
教
育
相
談
は
教
育
委
貝
会
で
．
日
曜
日
を

　
除
ぐ
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

　
の
沁
時
1
1
6
時
に
総
合
福
祉
会
館
三
階
の
家
庭
児
｀

童
相
談
室
（
酋
⑩
ｔ
6
9
8
）
で
Ｊ
高
齢
者
職
業

・
相
談
は
毎
週
火
・
．
金
曜
日
の
9
時
1
1
6
時
に
総
合

　
福
祉
会
館
二
階
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
5

　
6
5
2
）
で
職
業
紹
介
（
無
料
）
を
行
い
素
す
．

相談ごあんない

交通事故巡回相談所
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